九月の短歌


盆休みに帰郷せし孫三人　　　　　　　　　山﨑　幸代
　　　若き等と語らうひとときうれし


竹杖を頼りに登る鶴ヶ城址　　　　　　　　原　　敬子
　　　多伎の皆さんの歓待受けて


ほつほつと彼岸花の芽の立ちたるを　　　　岩本ひろこ
　　　出て見よと言ふ草刈りし息が


草木染めのスカーフまとへばくれし娘の　　岡　恵美子
　　　やさしさ沁みるさわやかに秋

